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１．適用

本手引きは、宮城県道路公社が管理する道路の点検業務に適用するものである。

２．点検の目的

道路の点検とは、一般交通および第三者に支障を及ぼさないよう道路を常時良好な状態

に維持し、修繕するために、道路の状況を的確に把握し、評価・判定する目的で行うもの

である。

また、必要に応じて道路の利用状況などについても把握するものとする。

３．点検の種別

点検の種別は次のとおりである。

(１)定期点検

構造物に接近して、定期的に点検するものである。

(２)臨時点検

定期点検を補完するため、必要（異常気象時等）に応じて臨時的に点検するもので

ある。

４．点検の頻度

各点検種別ごとの点検頻度は原則として次のとおりである。

①定期点検 ２回／年

②臨時点検 必要の都度

５．点検計画書の作成

点検業務の実施にあたっては、あらかじめ点検計画書を作成のうえ行う。

計画書には次の事項を記載する。

①点検の種別、範囲、箇所

②点検の工程（年間点検工程計画書） （様式－１）

③点検者の構成と連絡体制

④点検の方法

⑤報告書の作成方法

⑥その他特に関係のある事項
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６．点検の対象構造物項目

点検の対象構造物は、項目は（表－１）に示すとおりである。

７．判定の標準

点検の結果発見された損傷の程度を区分するため、対象構造物の点検項目ごとに下記の

判定区分にもとづいて判定の標準を定めるものとする。

判 定 の 標 準

判定区分 一 般 的 状 況

ＡＡ 損傷が著しく、交通の安全確保、または第三者に対し、支障となって

いるかもしくはその恐れがあり、緊急補修の必要のある場合

Ａ 損傷が大きく、補修するかどうかの検討が必要な場合

Ｂ 損傷が小さいが補修するのかどうかの検討が必要な場合

ＯＫ 損傷がないが、あっても軽微で、補修する必要がない場合

※項目の判定の標準については・・・・・・Ⅱ．項目別判定の標準に基づく

８．写真の撮影と整理

点検結果の確認と記録のため、構造物の全景と損傷を示す写真の撮影を必要に応じて行

い、それを整理保管する。

９．点検結果の報告

点検結果は下記の様式に記録し、監督員に報告するものとする。また、必要に応じて口

頭などにても報告するものとする。

①点検表 （様式－２）

②点検調書 （様式－３）

③点検報告書 （様式－４）
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１０．処置方針について

点検結果にもとづく処置方針については、監督員が記入するものとする。

ただし、判定ＡＡに相当する場合は、応急処置を行い点検者が速やかに口頭にて監督員

に報告するものとする。

処 置 方 針

応急処置 調査中に損傷や以上を発見し、軽微な機材にて応急補修をするもの

緊急補修 判定でＡＡと判断されたもので、速やかに補修を行う必要があるもの

臨時点検 点検の結果からでは、損傷の評価（判定不能、技術上からの補修の要・

否補修の優先度など）が十分にできず、再点検に必要性がありと判断し

た場合に緊急に行うもの

調 査 点検の結果では管理事務所で損傷の評価が出来ない場合、公社(道路管

理課)に調査を依頼するもの

観 察 損傷はあるが補修に至らなかった場合に今後の点検の中で追跡的に行わ

れるもの

補 修 判定の標準に係わらず補修が必要なもの
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Ⅱ 項目別判定の標準

１．路面

１－(1)舗装 ７

１－(2)伸縮装置 ９

１－(3)縁石 １０

２．のり面

２－(1)植生のり面 １１

２－(2)特殊のり面 １２

２－(3)メーソンリー １４

２－(4)コンクリート擁壁 １５

３．排水施設

３－(1)路面排水施設 １７

３－(2)のり面排水施設 １８

３－(3)橋梁排水施設 １９

３－(4)側道・道路隣接地域排水施設 ２０

４．橋梁

４－(1)コンクリート構造物（上部工） ２１

４－(2)コンクリート構造物（下部工） ２３

４－(3)鋼構造物 ２４

４－(4)鋼橋床版 ２５

４－(5)塗装 ２６

４－(6)支承 ２７

４－(7)高欄・地覆 ２８

５．カルバート ２９

６．交通安全施設 ３１

７．交通管理施設 ３３

８．その他の施設 ３４
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１．路 面
１－(１)舗装 判定の標準
舗装の定期点検、臨時点検に用いる判定の標準

注）数値はおおよその目安を示している。

判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

舗 装 ｱｽﾌｧﾙﾄ ①路上障害物 路上障害物、油よごれ、

舗装 (落下物、落 または路面のよごれなどが

石、崩土など) あり、交通に支障となって

油よごれ いる。

路面のよごれ

②ﾎﾟｯﾄﾎｰﾙ 著しいポットホールなど (高速および準高速) ポットホールなどの深さ

はがれ があり、または引続き進展 深さ20mm以上、径20cm以上 高速・準高速 一般道

陥 没 の可能性があり、交通に支 のポットホールなどがあ 10mm以上 15mm以上

障となっているか、その恐 る。 20mm未満 30mm未満

れがある。 (一般道)

深さ30mm以上、径30cm以上

のポットホールなどがあ

る。

③段 差 構造物の取付部などに急 段差 段差

激に発生した著しい段差が 高速 準高速 一般道 高速 準高速 一般道

あり、または引続き進展の 橋梁 20mm 30mm 40mm 橋梁 10mm 15mm 20mm

可能性があり、交通に支障 取付部 以上 以上 以上 取付部 以上 以上 以上

となっているか、その恐れ 横断 20mm 30mm 40mm

がある。 構造物 30mm 30mm 40mm 未満 未満 未満

取付部 以上 以上 以上 横断 10mm 15mm 20mm

切盛境 構造物 以上 以上 以上

取付部 30mm 30mm 40mm

切盛境 未満 未満 未満

④わだち掘れ わだち深さ わだち深さ

高速 準高速 一般道 高速 準高速 一般道

一般部 25mm 30mm 45mm 一般部 15mm 20mm 25mm

以上 以上 以上 以上 以上 以上

登 坂 40mm 45mm 55mm 25mm 30mm 45mm

車 線 以上 以上 以上 未満 未満 未満

登 坂 20mm 25mm

車 線 以上 以上

40mm 45mm

未満 未満

⑤ひびわれ ・路体の変形に起因すると ・路体の変形に起因すると

考えられる。幅5mm以上 考えられる。幅5mm未満

のひびわれが縦断または のひびわれが縦断または

横断方向にある。 横断方向にある。

・亀甲状のひびわれがあ ・亀甲状のひびわれがあ

り、降雨時などにはがれ る。

たり、または凹地になっ

て支持力を失う恐れがあ

る。

⑥縦断の凹凸 ・縦断の凹凸が大きく乗り ・縦断の凹凸が認められ

ｺﾙｹﾞｰｼｮﾝ 心地が悪い。 る。

・ｺﾙｹﾞｰｼｮﾝ(凹凸の差) ・ｺﾙｹﾞｰｼｮﾝ(凹凸の差)

高速・準高速 一般道 高 速 準高速 一般道

30mm以上 40mm以上 10mm 15mm 20mm

以上 以上 以上

30mm 30mm 40mm

未満 未満 未満

⑦薄層舗装の わだち部分がはがれて機

はくり 能を失っている。
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判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

⑧漏 水 縦断曲線の凹部または平

面曲線の変化点において、

排水施設の機能低下、また

は路面の変形により、局部

的な漏水が降雨ごとに発見

される。

ｺﾝｸﾘｰﾄ ①路上障害物 路上障害物、油よごれ、

舗装 (落下物、落 または路面のよごれなどが

石、崩土など) あり、交通に支障となって

油よごれ いる。

路面のよごれ

②穴あき 著しい穴あきなどがあ (高速および準高速) 穴あきなどの深さ

陥 没 り、または引続き進展の可 深さ20mm以上、径20cm以上 高速・準高速 一般道

能性があり、交通に支障と の穴あきなどがある。 10mm以上 15mm以上

なっているか、その恐れが (一般道) 20mm未満 30mm未満

ある。 深さ30mm以上、径30cm以上

の穴あきなどがある。

③段 差 スリップバー、タイバー 段 差 段 差

の切断、変形を伴う著しい 高 速 準高速 一般道 高 速 準高速 一般道

段差があり、または引続き 15mm 20mm 30mm 10mm 15mm 20mm

進展の可能性があり、交通 以上 以上 以上 以上 以上 以上

に支障となっているか、そ 15mm 20mm 30mm

の恐れがある。 未満 未満 未満

④摩 耗 摩耗深さ 摩耗深さ

(わだち掘れ) 高速 準高速 一般道 高速 準高速 一般道

一般部 25mm 30mm 45mm 一般部 15mm 20mm 25mm

以上 以上 以上 以上 以上 以上

登 坂 40mm 45mm 55mm 25mm 30mm 45mm

車 線 以上 以上 以上 未満 未満 未満

登 坂 20mm 25mm

車 線 以上 以上

40mm 45mm

未満 未満

⑤ひびわれ 広範囲に、亀甲状のひび ひびわれ、角落などがあ

角 落 われ、または角落などがあ るが、雨水の浸入によって

り、雨水の浸入によって路 路盤などに悪影響を及ぼす

盤などに悪影響を及ぼす恐 恐れは少ない。

れがある。

⑥変 形 各ブロックの舗装版が著 各ブロックの舗装版が不

(縦横断の凹 しく不規則な変形を起こし 規則な変形を起こしてい

凸) ている。 る。

⑦目地部の 著しい目地部の角欠けな 目地部の角欠け、または 目地部の角欠け、または

破損 どがありまたは引続き進展 シール材の浮き上がりなど シール材の浮き上がりなど

の可能性があり、交通に支 があり、雨水の浸入によっ があるが、雨水の浸入によ

障となっているか、その恐 て路盤などに悪影響を及ぼ って路盤などに悪影響を及

れがある。 す恐れがある。 ぼす恐れは少ない。

⑧版の座屈 著しい舗装版の座屈、持 舗装版の座屈、持ち上が

持ち上がり ち上がりがあり、または引 りがある。

続き進展の可能性があり、

交通に支障となっている

か、その恐れがある。

⑨漏 水 縦断曲線の凹部、又は平

面曲線の変化点において排

水施設の機能低下、又は路

面の変化により局部的な漏

水が降雨ごとに発見される
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１－(２)伸縮装置 判定の標準
伸縮装置の定期点検、臨時点検に用いる判定の標準

注）数値はおおよその目安を示している。

判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

伸 縮 切削目地 ①本体の損傷 著しいシール材の脱落ま ・長さ１ｍ以上のシール材 シール材が局部的に破損

装 置 など たは目地部の開きなどがあ の脱落がある。 したり脱落したりしてい

り、または引続き進展の可 ・幅20mm以上の目地部の開 る。

能性があり、交通に支障と きがある。

なっているか、その恐れが

ある。

②目地周辺の 目地周辺に著しいくぼみ 目地周辺に深さ20mm以 目地周辺にくぼみ、また

損傷 または盛り上がりがあり、 上、長さ１ｍ以上、幅５cm は盛り上がりがある。

または引続き進展の可能性 以上のくぼみ、または盛り

があり、交通に支障となっ 上がりがある。

ているか、その恐れがある。

③漏 水 目地からの漏水があり、 目地からの漏水があり、

第三者に支障となってい 他の部材に悪影響を及ぼし

る。 ている。

④異常音 目地部を車が通過する際 異常音がある。

に、通常の擦過音以外の金

属たたき音、衝撃音など著

しい異常音がある。

ｺﾞﾑ ①本体の損傷 著しい損傷があり、また ・フェースプレートに溶接 ・フェースプレートに局部

ｼﾞｮｲﾝﾄ は引続き進展の可能性があ 部の破損または長さが１ 的な溶接部の破損、また

鋼製 り、交通に支障となってい ｍ以上の浮き上がりがあ は浮き上がりがある。

ｼﾞｮｲﾝﾄ るか、その恐れがある。 る。 ・アンカーボルト取付金具

・アンカーボルト取付金具 のゆるみがある。

の欠損がある。 ・ボルトホールの充填物の

・長さ50cm以上のフェース 剥離がある。

ゴムの脱落がある。 ・フェースゴムのひびわれ

破損がある。

②後打材の 著しい損傷があり、また ・幅５mm以上の本体と後打 幅0.2mm以上、長さ30cm

損傷 は引続き進展の可能性があ 材、または後打材と舗装 以上のひびわれがある。

り、交通に支障となってい のすき間がある。

るか、その恐れがある。 ・幅0.3mm以上、長さ50cm

以上のひびわれがある。

③段 差 著しい段差があり、また 段 差 段 差

は引続き進展の可能性があ 高 速 準高速 一般道 高 速 準高速 一般道

り、交通に支障となってい 15mm 20mm 30mm 10mm 15mm 20mm

るか、その恐れがある。 以上 以上 以上 以上 以上 以上

15mm 20mm 30mm

未満 未満 未満

④遊間の異常 ・遊間が閉塞され、橋梁本 ・遊間がせばまり、伸縮に

体に設計値以上の応力が 支障となる恐れがある。

生じている恐れがある。 ・遊間が大きく開いてい

・遊間が異常に開いており る。

衝撃音が大きい。

⑤漏 水 目地からの漏水があり第 目地からの漏水があり、

三者に支障となっている。 橋梁部材に悪影響を及ぼし

ている。

⑥異常音 目地部を車が通過する際 異常音がある。

に、通常の擦過音以外の金

属たたき音、衝撃音など著

しい異常音がある。
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１－(３)縁石 判定の標準
縁石の定期点検、臨時点検に用いる判定の標準

判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

縁 石 ｱｽﾌｧﾙﾄ ①本体の損傷 プレキャストコンクリー ・プレキャストコンクリー ・プレキャストコンクリー

縁石 ト縁石に著しい浮き上が ト縁石に浮き上がり、また ト縁石に著しいはくり、ま

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ り、または逸脱などがあり、 は逸脱などがある。 たは鉄筋の露出がある。

ｺﾝｸﾘｰﾄ 交通に支障となっている。 ・アスファルト縁石に著し ・アスファルト縁石に著し

縁石 い破損があり排水機能を損 い破損がある。

なっている。
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２．のり面
２－(１)植生のり面 判定の標準
植生のり面の定期点検、臨時点検に用いる判定の標準

判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

植生 ①崩 落 崩落があり、または引続 崩落はしているが、進展 崩落はしているが、進展

のり面 きその可能性があり、交通 の恐れは少ない。 の恐れはない。

または第三者に支障となっ

ているか、その恐れがある。

②亀 裂 崩落に結びつく著しい亀 遠くからでも明らかに視 亀裂、はらみ出しまたは

はらみ出し 裂、はらみ出し、または陥 認できる程度の亀裂、はら 陥没があるが、進展の恐れ

陥 没 没があり、交通または第三 み出しまたは陥没があるが はない。

者に支障となる恐れがあ 進展の恐れは少ない。

る。

③肌 落 広範囲にわたる肌落、ガ 部分的な肌落、ガリー浸

ガリー浸食 リー浸食(掘れ溝)があり、 食(掘れ溝)があるが、進展

進展の恐れがある。 の恐れはない。

④小段などの 落下に結びつく落石、崩 落石、崩土などの堆積が 落下、崩土などの堆積が

堆積土 土などの堆積があり、交通 あるが、落下の恐れは少な あるが、落下の恐れはない。

または第三者に支障となる い。

恐れがある。

⑤湧 水 崩壊に結びつく、通常は 湧水の変化が著しいが、 湧水があるが、崩壊の恐

にごったことのない湧水の 崩壊の恐れは少ない。 れはない。

急激なにごり、または湧水

量の急激な変化などがあり

交通または第三者に支障と

なる恐れがある。

⑥樹木の倒れ 樹木の倒れ、傾き、また 樹木の倒れ、傾き、また

雑草の異常 は雑草などの異常繁茂があ は雑草などの異常繁茂があ

繁茂 り、交通に支障となってい る。

る。

⑦植生の枯損 植生による被覆が小程度 植生による被覆が中程度

(被覆率30%未満)である。 (被覆率30%以上70%未満)で

ある。

⑧塵芥などの のり面に多量の投棄物が

堆積 あり、環境衛生上好ましく

ない。

⑨浮 石 のり面、または斜面上に のり面、または斜面上に

転 石 著しく不安定な状態で浮石 不安定な状態で浮石または

または転石があり、交通ま 転石がある。

たは第三者に支障となる恐

れがある。
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２－(２)特殊のり面 判定の標準
特殊のり面の定期点検、臨時点検に用いる判定の標準

判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

特 殊 ｺﾝｸﾘｰﾄ ①ひびわれ 欠落に結びつく著しいひ 広範囲にわたりひびわれ 局部的にひびわれ、また

の り ﾌﾞﾛｯｸ枠 はくり びわれなどがあり、交通ま またははくりがあり、進展 ははくりがあるが、進展の

面 場所打 たは第三者に支障となる恐 の恐れがある。 恐れは少ない。

ｺﾝｸﾘｰﾄ枠 れがある。

②ゆるみ 抜け落または崩落に結び ゆるみ、はらみ出しまた ゆるみ、はらみ出しまた

はらみ出し つく著しいゆるみ、はらみ は陥没があるが、進展の恐 は陥没があるが、進展の恐

陥 没 出し、または陥没があり、 れは少ない。 れはない。

交通または第三者に支障と

なる恐れがある。

③洗 掘 基礎または本体の周辺が 基礎または本体の周辺が

著しく洗掘されており、進 洗掘されているが、進展の

展の恐れがある。 恐れは少ない。

④排 水 抜け落ちまたは崩壊に結 目地などからの異常な出 目地などからの異常な出

湧 水 びつく著しい目地などから 水、急な水のにごり、水量 水、急な水のにごり、水量

の出水、水のにごり、水量 の変化、または水抜き穴の の変化、または水抜き穴の

の変化、または水抜き穴の 詰まりなどがあり、本体に 詰まりなどがある。

詰まりなどがあり、交通ま 悪影響を及ぼすような、背

たは第三者に支障となる恐 面水圧の上昇などの恐れが

れがある。 ある。

ﾓﾙﾀﾙ吹付 ①ひびわれ 欠落に結びつく著しいひ 広範囲にわたりひびわ 局部的にひびわれまたは

ｺﾝｸﾘｰﾄ はくり びわれなどがあり、交通ま れ、またははくりがあり、 はくりがあるが、進展の恐

吹付 たは第三者に支障となる恐 進展の恐れがある。 れは少ない。

れがある。

②せり出し 崩壊に結びつく著しいの のり先のせり出し、はら のり先のせり出し、はら

はらみ出し り先のせり出し、はらみ出 み出し、または目地のずれ み出し、または目地のずれ

目地のずれ しまたは目地のずれがあ があるが、進展の恐れは少 があるが、進展の恐れはな

り、交通または第三者に支 ない。 い。

障となる恐れがある。

③空 洞 降雨後の晴天日に、モル

タルまたはコンクリート面

が早く乾燥していたり(白

いまだらとなっている)、

水抜き穴などから著しい土

砂が流出したりした形跡が

ある。

・ハンマーによるたたき音

から空洞化の恐れがある。

④洗 掘 本体の周辺が著しく洗掘 本体の周辺が洗掘されて

されており、進展の恐れが いるが、進展の恐れは少な

ある。 い。

⑤排 水 抜け落ちまたは崩壊に結 目地などからの異常な出 目地などからの異常な出

湧 水 びつく著しい、目地などか 水、急な水のにごり、水量 水、急な水のにごり、水量

らの出水、水のにごり、水 の変化、または水抜き穴の の変化、または水抜き穴の

量の変化、または水抜き穴 詰まりなどがあり、本体に 詰まりなどがある。

の詰まりなどがあり、交通 悪影響を及ぼすような、背

または第三者に支障となる 面水圧の上昇などの恐れが

恐れがある。 ある。

ｺﾝｸﾘｰﾄ張 ①ひびわれ 欠落に結びつく著しいひ 広範囲にわたるひびわ 局部的にひびわれ、また

はくり びわれなどがあり、交通ま れ、またははくりがあり、 ははくりがあるが、進展の

たは第三者に支障となる恐 進展の恐れがある。 恐れは少ない。

れがある。
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判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

②せり出し 崩壊に結びつく著しいの のり先のせり出し，はら のり先のせり出し、はら

はらみ出し り先のせり出し、はらみ出 み出し、または目地のずれ み出し、または目地のずれ

目的のずれ し、または目地のずれがあ があるが、進展の恐れは少 があるが、進展の恐れはな

り、交通または第三者に支 ない。 い。

障となる恐れがある。

③洗 掘 本体の周辺が著しく洗掘 本体の周辺が洗掘されて

されており、進展の恐れが いるが進展の恐れは少な

がある。 い。

④排 水 抜け落、または崩壊に結 目地などからの異常な出 目地などからの異常な出

湧 水 びつく著しい目地などから 水、急な水のにごり、水量 水、急な水のにごり、水量

の出水、水のにごり、水量 の変化または水抜き穴の詰 の変化、または水抜き穴の

の変化、または水抜き穴の まりなどがあり、本体に悪 詰まりなどがある。

詰まりなどがあり、交通ま 影響を及ぼすような背面水

たは第三者に支障となる恐 圧の上昇などの恐れがあ

れがある。 る。

落石防止 ①本体の損傷 網、またはロープに機能 網 、ロープ、または支 網、ロープ、または支柱

網 低下に結びつく切断、脱落 柱に広範囲な破損、変型、 に局部的な破損、変型また

落石防止 著しい破損または支柱の倒 または傾きなどがある。 は傾きなどがある。

柵 れなどがあり、交通または

第三者に支障となる恐れが

ある。

②附属物の損 取付金具、またはボルト 取付金具、またはボルト

傷 に脱落などがあり、本体の に脱落、または破損などが

損傷の恐れがある。 ある。

③腐 食 広範囲にわたって著しく 局部的に著しく腐食して

腐食している。 いる。

④基礎部の損 アンカーの浮き上がり、 アンカーの浮き上がり、

傷 または基礎周辺の洗掘など または基礎周辺の洗掘など

があり、本体の損傷の恐れ があるが、本体の損傷の恐

がある。 れは少ない。

⑤網背面など 防止網、または防止柵の 防止網、または防止柵の 防止網、または防止柵の

の堆積土 背面に落下に結びつく落石 背面に落石、または崩土の 背面に落石、または崩土の

または崩土の堆積があり、 堆積があり本体に悪影響を 堆積があるが、本体に悪影

交通または第三者に支障と 及ぼしている。 響は及ぼしていない。

なる恐れがある。

編 柵 ①本体の損傷 杭、または編柵の著しい 杭、または編柵に破損ま 杭、または編柵に破損ま

破損などによる土砂流出が たは腐食などがあり、土砂 たは腐食などがあるが、土

あり、または引き続きその 流出の恐れがある。 砂流出の恐れが少ない。

可能性があり、交通または

第三者に支障となっている

かその恐れがある。
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２－(３)メーソンリー 判定の標準
メーソンリーの定期点検、臨時点検に用いる判定の標準

判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞ ①ひびわれ 欠落または崩壊に結びつ ひびわれ、ゆるみ、また ひびわれ、ゆるみ、また

ﾛｯｸ積石 ゆるみ く、著しいひびわれ、ゆる ははらみが著しく、進展の ははらみがあるが、進展の

積 はらみ み、またははらみがあり、 恐れがある。 恐れは少ない。

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞ 交通または第三者に支障と

ﾛｯｸ張石 なる恐れがある。

張

②沈 下 倒壊に結びつく著しい沈 沈下、移動、または倒れ 沈下、移動、または倒れ

移 動 下、移動または倒れがあり が大きく進展の恐れがあっ が小さく、進展の恐れが少

倒 れ 、交通または第三者に支障 たり、上部のり面などに悪 ない。

となる恐れがある。 影響を及ぼしたりしてい

る。

③目地の異常 目地のずれ、開きまたは 目地のずれ、開き、また

メ 段差などが著しく進展の恐 は段差などがあるが、進展

れがある。 の恐れは少ない。

④洗 掘 基礎または本体の周辺が 基礎または本体の周辺が

著しく洗掘されており、進 洗掘されているが、進展のー

展の恐れがある。 恐れは少ない。

⑤排 水 抜け落、または崩壊に結 目地などからの異常な出 目地などからの異常な出

ソ 湧 水 びつく著しい、目地などか 水、急な水のにごり、水量 水、急な水のにごり、水量

らの出水、水のにごり水量 の変化、または水抜き穴の の変化、または水抜き穴の

の変化、または水抜き穴の つまりなどがあり、本体に 詰まりなどがある。

詰まりなどがあり、交通ま 悪影響を及ぼすような背面

ン たは第三者に支障となる恐 水圧の上昇などの恐れがあ

れがある。 る。

蛇かご ①鉄線の切断 中詰材の脱落に結びつ かご鉄線に切断著しい破 かご鉄線に、切断、破損

リ ふとんか ・破損腐食 く、かご鉄線の切断、著し 損、または腐食があり、中 または腐食があるが中詰材

ご い破損、または腐食があり 詰材が脱落する恐れがあ が脱落する恐れは少ない。

、交通または第三者に支障 る。

となる恐れがある。

ー

②変 形 崩壊に結びつく著しいか かごに、ずり落ち、また かごに、ずり落ち、また

ごの、ずり落ち、またはず はずれなどがあり、ほかの はずれなどが認められる

れなどがあり、交通または 構造物に悪影響を及ぼして が、安定している。

第三者に支障となる恐れが いる。

ある。

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞ ①ひびわれ 欠落に結びつく著しいひ 広範囲にわたりひびわ 局部的に、ひびわれ、ま

ﾛｯｸ井桁 はくり びわれなどあり、交通また れ、またはくりがあり、進 たははくりがあるが、進展

は第三者に支障となる恐れ 展の恐れがある。 の恐れは少ない。

がある。

②ゆるみ 抜け落または崩落に結び ゆるみ、またははらみ出 ゆるみ、またははらみ出

はらみ出し つく、著しい、ゆるみ、ま しがあり進展の恐れがあ しがあるが、進展の恐れは

たははらみ出しがあり、交 る。 少ない。

通または第三者に支障とな

る恐れがある。
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２－(４)コンクリート擁壁 判定の標準
コンクリート擁壁の定期点検、臨時点検に用いる判定の標準

注）数値はおおよその目安を示している。

判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

ｺﾝｸﾘｰ 鉄筋ｺﾝｸﾘ ①ひびわれ コンクリートの欠落に結 ひびわれ（幅0.3㎜以上） ひびわれ（幅0.3㎜以上）

ﾄ擁壁 ｰﾄ擁壁 角 落 びつく、著しいひびわれな または角落があり、ひびわ がありひびわれ最小間隔が

どがあり、交通または第三 れ最小間隔が50㎝未満であ 50㎝以上１ｍ未満である。

者に支障となる恐れがあ る。

る。

②はくり はくりがあり、さらに引 大きなはくり 小さなはくり

き続き、その可能性があり （径50㎝以上）がある。 （径50㎝未満）がある。

交通または第三者に支障と

なる恐れがある。

③鉄筋の露出 主構造部分の主鉄筋が、 主鉄筋が局部的に露出し

・腐 食 大きく（長さ50㎝以上）露 たり、腐食したりしている。

出したり、腐食したりして

いる。

④沈 下 倒壊に結びつく著しい沈 沈下、移動、または倒れ 沈下、移動、または倒れ

移 動 下、移動、または倒れがあ が大きく、進展の恐れがあ が小さく、進展の恐れが少

倒 れ り、交通または第三者に支 ったり、上部のり面などに ない。

障となる恐れがある。 悪影響を及ぼしたりしてい

る。

⑤目地の異常 目地のずれ、開き、また 目地のずれ、開き、また

は段差などが著しく、進展 は段差などがあるが、進展

の恐れがある。 の恐れは少ない。

⑥洗 掘 基礎、または躯体の周辺 基礎、または躯体の周辺

が著しく洗掘されており、 が洗掘するされているが、

進展の恐れがある。 進展の恐れが少ない。

⑦排 水 倒壊に結びつく著しい、 目地または打継目などか 目地または打継目などか

湧 水 目地などからの出水、水の らの異常な出水、急な水の らの出水、急な水のにごり、

にごり、水量の変化、また にごり、水量の変化、また 水量の変化、または水抜き

はたは水抜き穴の詰まりな は水抜き穴のつまりなどが 穴のつまりなどがある。

どがあり、交通または第三 あり、本体に悪影響を及ぼ

者に支障となる恐れがあ すような背面水圧の上昇な

る。 どの恐れがある。

無筋ｺﾝｸﾘ ①ひびわれ コンクリートの欠落に結 ひびわれ、または角落が ひびわれ、または角落が

ｰﾄ擁壁 角 落 びつく、著しいひびわれな 大きく、進展する恐れがあ 小さく、進展の恐れは少な

どがあり、交通また第三者 る。 い。

に支障となる恐れがある。

②沈 下 倒壊に結びつく著しい沈 沈下、移動または倒れが 沈下、移動、または倒れ

移 動 下、移動または倒れがあり 大きく、進展の恐れがあっ が小さく進展の恐れは少な

倒 れ 交通または第三者に支障と たり、上部のり面などに悪 い。

なる恐れがある。 影響を及ぼしたりしてい

る。

③目地の異常 目地のずれ、開き、また 目地のずれ、開き、また

は段差などが著しく、進展 は段差などがあるが、進展

の恐れがある。 の恐れは少ない。

④洗 掘 基礎または躯体周辺が著 基礎または躯体の周辺が

しく洗掘されており、進展 洗掘されているが、進展の

恐れがある。 恐れは少ない。
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判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

⑤排 水 倒壊に結びつく著しい、 目地、または打継目など 目地または打継目などか

湧 水 目地などからの出水、水の からの異常な出水、急な水 らの出水急な水のにごり、

にごり、水量の変化、また のにごり、水量の変化、ま 水量の変化、または水抜き

は水抜き穴のつまりなどが た水抜き穴のつまりなどが 穴のつまりなどがある。

あり、交通または第三者に あり、本体に悪影響を及ぼ

支障となる恐れがある。 すような背面水圧の上昇な

どの恐れがある。
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３．排水施設
３－(１)路面排水 判定の標準
路面排水施設の定期点検、臨時点検に用いる判定の標準

判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

路 面 路肩側溝 ①本体の損傷 ○盛土部路肩側溝などに、 ○本体に損傷があり、排水 ○本体に損傷があり排水機

排 水 円型水路 溢流またはのり面崩壊に 機能が著しく低下してい 能が低下している。

施 設 ﾛｰﾙﾄﾞｶﾞｯ 結びつく本体の損傷があ る。 ○蓋に損傷があり、機能が

ﾀｰ り、第三者に支障となっ ○蓋に、はずれ、または損 が低下している。

中央分離 ているか、その恐れがあ 傷があり、機能が著しく

帯側溝 る。 低下している。

縦 溝 ○蓋に、はずれ、または著

のみ口 しい損傷があり、または

中央分離 引続き進展の可能性があ

帯のみ口 り、交通に支障となって

排水管 いるか、その恐れがある。

集水ます

ﾏﾝﾎｰﾙ ②接続部不良 漏水があり、底面または 漏水があり、底面または

側面が先掘している。 側面が軽微に洗掘してい

る。

③塵芥・土砂 溢流、またはのり面崩壊 排水機能が著しく低下し 排水機能が低下してお

などの堆積 に結びつく塵芥・土砂など ており、路面滞水がある。 り、一時的な路面滞水があ

の堆積があり、第三者に支 る。

障となっているか、その恐

れがある。
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３－(２)のり面排水 判定の標準
のり面排水施設の定期点検、臨時点検に用いる判定の標準

判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

の り のり肩 ①本体の損傷 排水溝、または縦溝など ○本体に損傷があり、排水 ○本体に損傷があり、排水

面 排 排水溝 に溢流、またはのり面崩壊 機能が著しく低下してい 機能が低下している。

水 施 小段 に結びつく本体の損傷があ る。 ○蓋に損傷があり、機能が

設 排水溝 り、交通、または第三者に ○蓋に、はずれ、または損 が低下している。

のり尻 支障となっているか、その 傷があり、機能が著しく

排水溝 恐れがある。 低下している。

縦 溝

集水ます ②接続部不良 漏水があり、底面または 漏水があり、底面または

側面が先掘している。 側面が軽微に洗掘してい

る。

③塵芥・土砂 溢流、またはのり面崩壊 排水機能が著しく低下し 排水機能が低下してい

などの堆積 に結びつく塵芥・土砂など ている。 る。

の堆積があり、交通、また

は第三者に支障となってい

るか、その恐れがある。

④雑草による 排水機能が著しく低下し 排水機能が低下してい

通水阻害 ている。 る。
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３－(３)橋梁排水施設 判定の標準
橋梁排水施設の定期点検、臨時点検に用いる判定の標準

判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

橋 梁 橋梁排水 ①本体の損傷 蓋に、はずれ、または著 蓋に、はずれ、または損 蓋に、損傷があり、機能

排 水 ます しい損傷があり、交通に支 傷があり、機能が著しく低 が低下している。

施 設 障となっている。 下している。

②塵芥・土砂 横面滞水に結びつく塵芥 排水機能が著しく低下し 排水機能が低下してお

などの堆積 ・土砂などの堆積があり、 ており、橋面滞水がある。 り、一時的な橋面滞水があ

交通に支障となっている。 る。

橋梁伸縮 ①本体の損傷 漏水があり、第三者に支 漏水があり、支承、また 漏水がある。

継手排水 障となっている。 は橋梁本体の主要鋼材が著

樋 しく腐食している。

②塵芥・土砂 溢流があり、第三者に支 溢流があり、支承、また 溢流がある。

などの堆積 障となっている。 は橋梁本体の主要鋼材が著

しく腐食している。

橋梁排水 ①本体の損傷 漏水があり、第三者に支 漏水があり、取付金具、 漏水がある。

管 障となっている。 または橋梁本体の主要鋼材

が著しく腐食している。

②接続部不良 漏水があり、第三者に支 漏水があり、取付金具、 漏水がある。

障となっている。 または橋梁本体の主要鋼材

が著しく腐食している。

③塵芥・土砂 橋面滞水または、受けま 排水機能が著しく低下し 排水機能が低下してお

などのつま すからの漏水に結びつく塵 ており、橋面滞水、または り、一時的な橋面滞水、ま

り 芥・土砂などのつまりがあ 受ますからの溢流があり、 たは受ますからの溢流があ

り、交通または第三者に支 取付金具または、橋梁本体 る。

障となっている。 の主要鋼材が著しく腐食し

ている。
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３－（４）側道・道路隣接地域排水施設 判定の標準
側道・道路隣接地域排水施設の定期点検、臨時点検に用いる判定の標準

判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

排水溝 ①本体の損傷 切土区間の側道排水溝な ○本体に損傷があり、排水 ○本体に損傷があり、排水

排水管 どに、溢流またはのり面崩 機能が著しく低下してい 機能が低下している。

集水ます 壊に結びつく本体の損傷が る。 ○蓋に損傷があり、機能が

ﾏﾝﾎｰﾙ あり、交通または第三者に ○蓋のはずれ、または損傷 低下している。

支障となっているか、その があり、機能が著しく低

恐れがある。 下している。

側 ②接続部不良 漏水があり、底面または 漏水があり、底面または

道 側面が洗掘している。 側面が軽微に洗掘してい

る。

・

③塵芥・土砂 溢流、またはのり面崩壊 排水機能が著しく低下し 排水機能が低下してい

道 などの堆積 に結びつく塵芥・土砂など ている。 る。

路 の堆積があり、交通または

隣 第三者に支障となっている

接 か、その恐れがある。

地

域 ④雑草による 排水機能が著しく低下し 排水機能が低下してい

排 通水阻害 ている。 る。

水

施 ｺﾝｸﾘｰﾄ ①本体の損傷 溢流に結びつく本体の損 本体に損傷があり、排水 本体に損傷があり、排水

設 水路 傷があり、交通または第三 機能が著しく低下してい 機能が低下している。

ﾌﾞﾛｯｸ積 者に支障となっている。 る。

水路

②塵芥・土砂 溢流、またはのり面崩壊 排水機能が著しく低下し 排水機能が低下してい

などの堆積 に結びつく塵芥・土砂など ている。 る。

の堆積があり、交通または

第三者に支障となっている

か、その恐れがある。
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４．橋 梁
４－(１)コンクリート構造物(上部Ⅰ) 判定の標準
コンクリート構造物(上部工)の定期点検、臨時点検に用いる判定の標準

注）数値はおおよその目安を示している。

判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

ＲＣ桁 ①漏 水 漏水があり、第三者に支 遊離石灰が二方向に発生 遊離石灰が一方向に発生

ＲＣ床版 遊離石灰 障となっている。 しており、両方向ともその している。

間隔が50㎝以下である。

②ひびわれ コンクリートの欠落に結 ひびわれ（幅0.3㎜以上）、 ひびわれ（幅0.3㎜以上）

角 落 びつく、著しいひびわれな または角落があり、ひびわ あり、ひびわれ最小間隔は

どがあり、交通、または第 れ最小間隔は50㎝未満であ 50㎝以上１ｍ未満である。

三者に支障となる恐れがあ る。

る。

コ

③はくり はくり、抜け落があり、 大きなはくり（径50㎝以 小さなはくり（径50㎝未

ン 抜け落 または引き続きその可能性 上）がある。 満）がある。

があり、交通または第三者

ク に支障となっているか、そ

の恐れがある。

リ

④鉄筋の露出 主構造部分の主鉄筋が、 主鉄筋が局部的に露出し

・腐 食 大きく（長さ50㎝以上）、 たり、腐食したりしている。ー

露出したり、腐食したりし

ト ている。

構 ⑤空 洞 主構造部分に著しい空 局部的に空洞、または豆

豆 板 洞、または豆板がある。 板がある。

造

⑥たわみ ○橋面上に異常な滞水が繰

物 振動の異常 り返し発生する。

○極端なたわみが目視され

る。

(

○橋面上に立って、特に異

上 常な振動を感じる。

部 ⑦橋梁下の建 橋梁下側の建築限界を侵

築限界 している。

工

ＰＣ桁 ①漏 水 漏水があり、第三者に支 遊離石灰が二方向に発生 遊離石灰が一方向に発生

ＰＣ床版 遊離石灰 障となっている。 しており、両方向ともその している。

)

間隔が50㎝以下である。

②ひびわれ コンクリートの欠落に結 ひびわれ（幅0.２mm以上） ひびわれ（幅0.２㎜以上）

角 落 びつく、著しいひびわれな 、または角落があり、ひ があり、ひびわれ最小間隔

どがあり、交通、または第 びわれ最小間隔は50㎝未満 は50㎝以上１ｍ未満であ

三者に支障となる恐れがあ である。 る。

る。

③はくり はくり、抜け落があり、 大きなはくり（径50㎝以 小さなはくり（径50㎝未

抜け落 または引き続きその可能性 上）がある。 満）がある。

があり、交通、または第三

者に支障となっているか、

その恐れがある。

④鉄筋の露出 ○主構造部分の鉄筋が、大 ○鉄筋が、局部的に露出し

・腐 食 きく（長さ50㎝以上）露 たり腐食したりしてい

出したり、腐食したりし る。

ている。 ○ＰＣ鋼材または、シース

○ＰＣ鋼材またはシースが が、局部的に露出してい

大きく（長さ50㎝以上） る。

がある。露出している。

○ＰＣ定着体が露出してい

る。



- 22 -

判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

⑤空 洞 局部的に空洞、または豆 主構造部分に大きな空

豆 板 板がある。 洞、または豆板ある。

⑥たわみ ○橋面上に異常な滞水が繰

振動の異常 り返し発生する。

○極端なたわみが目視され

る。

○橋面上に立って特に異常

な振動を感じる。

⑦橋梁下の建 ○橋梁下側の建築限界を侵

築限界 している。
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４－（２）コンクリート構造物（下部Ⅰ）判定の標準
コンクリート構造物（下部工）の定期点検、臨時点検に用いる判定の標準

注）数値はおおよその目安を示している。

判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

橋 台 ①ひびわれ コンクリートの欠落に結 ひびわれ（幅0.3㎜以上）、 ひびわれ（幅0.3㎜以上）

橋 脚 角 落 びつく、著しいひびわれな または角落があり、ひびわ あり、ひびわれ最小間隔は

どがあり、第三者に支障と れ最小間隔は50㎝未満であ 50㎝以上１ｍ未満である。

なる恐れがある。 る。

②はくり はくりがあり、さらに引 大きなはくり（径50㎝以 小さなはくり（径50㎝未

続きその可能性があり、第 上）がある。 満）がある。

三者に支障となる恐れがあ

コ る。

ン ③鉄筋の露出 主構造部分の主鉄筋が、 主鉄筋が局部的に露出し

・腐 食 大きく（長さ50㎝以上）、 たり、腐食したりしている。

ク 露出したり、腐食したりし

ている。

リ

④空 洞 主構造部分に、大きな空 大きな空洞、または豆板

豆 板 洞、または豆板がある。 がある。ー

ト ⑤漏 水 漏水があり、第三者に支 漏水、または遊離石灰の 局部的に漏水、または遊

遊離石灰 障となっている。 流出が著しく、主構造部分 離石灰の流出があり、鋼材

構 の鋼材を腐食させている。 を腐食させいる。

造 ⑥沈 下 ○沈下（沈下量25mm以上） 沈下（沈下量15㎜以上25

移 動 などがあり、上部工、支 ㎜未満）などがあり、上部

物 倒 れ 承または隣接構造物に悪 工、支承または隣接構造物

影響を及ぼしている。 に悪影響を及ぼす恐れがあ

○橋台パラペットが主桁を る。（

拘束して、温度変化など

下 により、桁に大きな応力

が生じる恐れがある。

部

⑦洗 掘 ○フーチング、またはケー ○フーチング、またはケー

工 河床低下 ソンなどの頭部が、洗掘 ソンなどの頭部が、洗掘

または河床低下などによ または河床低下などによ

り、設計面下まで露出し り、露出している。
)

ている。 ○橋台ウイング周辺が洗掘

○橋台ウイング周辺が著し されている。

く洗掘されている。

根 固 ①沈 下 流失などがあり、また引 沈下、移動、または流失 沈下、移動または流失に

床 固 移 動 続きその進展の可能性があ により、全体的に著しい損 より、局部的に損傷がある。

護 岸 流 失 り、第三者に支障となって 傷がある。

いるか、その恐れがある。
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４－（３）鋼構造物 判定の標準
鋼構造物の定期点検、臨時点検に用いる判定の標準

注）数値はおおよその目安を示している。

判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

鋼 桁 ①部材のひび 主構造部材に大きなひび 部材に局部的なひびわれ

鋼床版 われ われによる断面の欠損があ がある。

鋼橋脚 る。

鋼横梁

②部材の変型 部材に変型、脱落があり、 主構造部材に著しい変型 部材に局部的な変型があ

・脱 落 または引続その可能性があ がある。 る。

り、交通、または第三者に

支障となっているか、その

恐れがある。

③Ｈ．Ｔ．ボ Ｈ．Ｔ．ボルトの脱落が 連結部１箇所あたり２本 連結部１箇所あたりに、

鋼 ルトの脱落 あり、さらに引続きその可 以上の脱落がある。 １本の脱落、２本以上のゆ

・ゆるみ 能性があり、第三者に支障 るみ、または腐食がある。

となる恐れがある。

④リベットの リベットの脱落があり、 連結部１箇所あたり２本 連結部１箇所あたりに、

脱落・ゆる さらに引続きその可能性が 以上の脱落がある。 １本の脱落、２本以上のゆ

構 み あり、第三者に支障となる るみ、または腐食がある。

恐れがある。

⑤異常音 桁、または梁に、揺れ、 異常音が発生している。

きしみ、または車両の衝撃

による大きな異常音が発生

造 している。

⑥橋梁下の建 橋梁下側の建築限界を侵

築限界 している。

物 ①部材の損傷 部材に変型、または脱落 部材に著しいひびわれ、 局部的にひびわれ、また

などがあり、さらに引続き または変形がある。 は変形がある。

鋼 その可能性があり、第三者

製 に支障となる恐れがある。

落

橋 ②遊間の異常 遊間が不良で、桁の移動、 遊間が不良で、桁の移動

防 または回転が不能である。 または回転に支障がある。

装

置 ③ボルトの脱 Ｈ．Ｔ．ボルトまたは普 ○Ｈ．Ｔ．ボルトが連結部 ○Ｈ．Ｔ．ボルトが連結部

・ 落・ゆるみ 通ボルトの脱落があり、さ １箇所あたり１本以上脱 １箇所あたり１本以上ゆ

検 らに引続きその可能性があ 落していたり、２本以上 るんでいる。

査 り、第三者に支障となる恐 ゆるんでいたりする。 ○普通ボルトが連結部１箇

路 れがある。 ○普通ボルトが連結部１箇 所あたり１本以上脱落し

所あたり２本以上脱落し ていたり、２本以上ゆる

ている。 んでいたりする。
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４－（４）鋼橋床版 判定の標準
鋼橋床版の定期点検、臨時点検に用いる判定の標準

注）数値はおおよその目安を示している。

判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

①漏 水 漏水があり、第三者に支 遊離石灰が二方向に発生 遊離石灰が一方向に発生

遊離石灰 障となっている。 しており、両方ともその間 している。

隔が50㎝以下である。

②ひびわれ コンクリートの欠落に結 二方向のひびわれ、また 主として一方向ひびわれ

角 落 びつく、著しいひびわれな は亀甲状のひびわれがあ が生じている。ひびわれ幅

すりへり どがあり、交通、または第 り、角落・すりへりが生じ は0.1㎜以上で、ひびわれ

三者に支障となる恐れがあ ている。ひびわれ幅は0.1 最小間隔は50㎝以上１ｍ未

鋼 る。 ㎜以上で、ひびわれ最小間 満である。

隔は50㎝未満がである。

③はくり はくり、抜け落があり、 大きなはくり（径50㎝以 小さなはくり（径50㎝未

橋 抜け落 または引き続きその可能性 上）がある。 満）がある。

があり、交通、または第三

者に支障となっているか、

その恐れがある。

床

④鉄筋の露出 主構造部分の主鉄筋が大 主鉄筋が局部的に露出し

・腐 食 きく（長さ50㎝以上）露出 たり、腐食したりしている。

したり、腐食したりしてい

版 る。

⑤空 洞 主構造部分に大きな空 局部的に空洞、または豆

豆 板 洞、または豆板がある。 板がある。

⑥補強縦桁・ 付着切れが、最大曲げ部 局部的に付着切れ、また

補強鋼板の 分の縦桁で、長さ50㎝以上 はシール材のはくりがあ

付着切れ・ または鋼板で広さ50×50㎝ る。

シール材の 以上発生している。

はくり
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４－（５）塗装 判定の標準
塗装の定期点検、臨時点検に用いる判定の標準

注）数値はおおよその目安を示している。

判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

塗 装 ①ひびわれ 部材全体に、ひびわれ、 局部的に、ひびわれ、は

ふくれ はがれ、ふくれ、または錆 がれ、ふくれ、または錆が

はがれ が発生しており、その面積 発生しており、その面積が

錆 が全体面積の20％以上であ 全体面積の10％以上20％未

る。 満である。

②漏 水 ○漏水により、主構造部材 ○漏水により、部材が局部

滞 水 に広く腐食が発生してい 的に腐食している。

る。 ○箱桁内に滞水があり、局

○箱桁内に滞水があり、広 部的に腐食している。

く腐食している。
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４－（６）支承 判定の標準
支承の定期点検、臨時点検に用いる判定の標準

判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

支 承 鋼製支承 ①本体の損傷 本体の損傷があり、また 上下沓のわれ、沈下、ま 上下沓にひびわれ、また

は引続きその進展の可能性 たは傾斜により、支持、回 は傾斜がある。

があり、交通に支障となっ 転または移動などの機能が

ているか、その恐れがある。 果たせない。

②附属物の損 ストッパー、浮き上がり ストッパー、浮き上がり

傷 止アンカーボルト、または 止アンカーボルト、または

セットボルトなどが切断し セットボルトなどに、ひび

ている。 われまたはゆるみがある。

③腐 食 ○全体的に著しく腐食して ○部分的に腐食がある。

いる。 ○ローラーやペアリングプ

○ローラーやペアリングプ レートの錆により、回転、

レートが腐食しており、 または移動の機能に支障

回転、または移動の機能 がある。

が果たせない。

④沓座ｺﾝｸﾘｰﾄ ○沓座コンクリート広くひ 保護モルタルに、われ、

・沓座ﾓﾙﾀﾙ びわれがある。 またははくりがある。

・保護ﾓﾙﾀﾙ ○沓座モルタルに、空洞ま

の損傷 たはわれがある。

⑤遊間の異常 支承遊間の不良で、桁の 支承遊間の不良で、桁の

回転、または移動の機能が 回転、または移動の機能に

果たせない。 支障がある。

⑥異常音 大きな異常音が発生して 異常音が発生している。

いる。

⑦塵芥・土砂 支承が塵芥・土砂などの 支承周辺に塵芥・土砂な

などの堆積 堆積により、埋まっている。 どの堆積がある。

ゴム支承 ①ひびわれ ゴム全体に、ひびわれ、 ゴムの一部分に、ひびわ

はらみ はらみ、ずれ、またはめく れ、はらみ、ずれ、または

ず れ れがある。 めくれがある。

めくれ

②沓座ｺﾝｸﾘｰﾄ ○沓座コンクリートに、広 ○沓座コンクリートに、局

・沓座ﾓﾙﾀﾙ くひびわれがある。 部的なひびわれがある。

の損傷 ○沓座モルタルに、大きな ○沓座モルタルにひびわれ

ひびわれまたは角欠けが がある。

ある。

③塵芥・土砂 支承が、塵芥・土砂など 支承周辺に塵芥・土砂な

などの堆積 の堆積により、埋まってい どの堆積がある。

る。
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４－（７）高欄・地覆 判定の標準
高欄・地覆の定期点検、臨時点検に用いる判定の標準

注）数値はおおよその目安を示している。

判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

高 欄 鋼製高欄 ①損 傷 部材の脱落があり、交通 広範囲に、大きな変型、 局部的に、変型、ひびわ

地 覆 に支障となっている。 またはひびわれがある。 れ、またはボルトの脱落が

ある。

②腐 食 広範囲にわたり、著しく 局部的に著しく腐食して

腐食している。 いる。

ｺﾝｸﾘｰﾄ製 ①ひびわれ コンクリートの欠落に結 ひびわれ（幅0.3㎜以上） ひびわれ（幅0.3㎜以上）

高欄 びつく著しい、ひびわれが があり、ひびわれ最小間隔 があり、ひびわれ最小間隔

あり、第三者に支障となる は50㎝未満である。 は50㎝以上１m未満である。

恐れがある。

②はくり はくり、または著しい破 大きなはくり（径50㎝以 小さなはくり（径50㎝未

破 損 損があり、または引続きそ 上）がある。 満）がある。

の可能性があり、交通また

は第三者に支障となってい

るか、その恐れがある。

③鉄筋の露出 主鉄筋が大きく（長さ50 主鉄筋が部分的に露出し

・腐 食 ㎝以上）露出したり、腐食 たり腐食したりしている。

したりしている。

地 覆 ①ひびわれ コンクリートの欠落に結 ひびわれ（幅0.3㎜以上）、 ひびわれ（幅0.3㎜以上）

びつく著しい、ひびわれが 角落ちがあり、ひびわれ最 があり，ひびわれ最小間隔

あり、第三者に支障となる 小間隔は50㎝未満である。 は50㎝以上１m未満である。

恐れがある。

②はくり 著しいはくりがあり、さ 大きなはくり（径50㎝以 小さなはくり（径50㎝未

らに引続きその可能性があ 上）がある。 満）がある。

り、第三者に支障となる恐

れがある。

③鉄筋の露出 主鉄筋が大きく（幅50㎝ 主鉄筋が部分的に露出し

・腐 食 以上）露出したり、腐食し たり、腐食したりしている。

たりしている。

④漏 水 漏水があり、第三者に支 漏水または遊離石灰の流 局部的に漏水、または遊

遊離石灰 障となっている。 出が著しく、主構造部の鋼 離石灰の流失がある。

材を腐食させている。
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５ カルバート 判定の標準

カルバートの定期点検、臨時点検に用いる判定の標準

注）数値はおおよその目安を示している。

判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

①ひびわれ コンクリートの欠落に結 ひびわれ（幅0.3㎜以上） ひびわれ（幅0.3mm以上）

角 落 びつく著しいひびわれなど は角落があり、ひびわれ最 があり、ひびわれ最小間隔

があり、交通または第三者 小間隔は、50㎝未満である。 は、50㎝以上１ｍ未満であ

に支障となる恐れがある。 る。

②はくり はくりまたは抜け落があ 大きなはくり（径50cm以 小さなはくり(径50cm未

抜け落 り、さらに引続きその可能 上）がある。 満)がある。

鉄 性があり、第三者に支障と

なる恐れがある。

筋

③鉄筋の露出 主構造部分の主鉄筋が大 主鉄筋が局部的に露出し

コ ・腐 食 きく（長さ50cm以上)露出 たり、腐食したりしている。

したり、腐食したりしてい

ン る。

ク ④空 洞 主構造部分に大きな空 大きな空洞、または豆板

豆 板 洞、または豆板がある。 がある。

リ

⑤漏 水 漏水があり、第三者に支 漏水または遊離石灰の流 局部的な漏水、遊離石灰

遊離石灰 障となっている。 出が著しく、主構造部分の の流失があり、鋼材を腐食ー

鋼材を腐食させている。 させている。

ト

⑥沈 下 ○著しい沈下があり、内部 ○沈下により、内部水路機

カ 洗 掘 水路または刈る場カルバー 能が低下している。

ト内が滞水している。 ○ウイング周辺などが洗掘

ル ○著しい沈下があり、取付 されている。

道路との接続部の路面に、

バ 大きな段差が生じている。

○ウイング周辺などが著し

く洗掘されている。ー

ト

⑦目地の異常 目地のずれ、開き、また 目地のずれ、開き、また 目地のずれ、開きまたは

は段差により、止水板など は段差などがあり、止水坂 段差などがある。

の落下があり、さらに引続 などの落下の恐れがある。

きその可能性があり、第三

者に支障となる恐れがあ

る。

①ひびわれ 全体的なひびわれがあ 局部的なひびわれがある

鉄 り、進展の恐れがある。 が、進展の恐れは少ない。

筋

コ ②はくり 全体的なはくりがある。 局部的なはくりがある。

ン

ク ③鉄筋の露出 鉄筋が全体的に露出した 鉄筋が局部的に露出した

リ ・腐 食 り、腐食したりしている。 り、腐食したりしている。

ー

ト ④沈 下 大きな沈下により、通水 沈下により通水機能が低

パ 機能が著しく低下し、内部 下している。

イ に滞水がある。

プ

カ ⑤接続部の損 接続部に開き、ずれ、ま 接続部に開き、またはず

ル 傷 たはわれなどが著しく生 れなどがある。

バ じ、漏水がある。

ー

ト ⑥塵芥・土砂 排水機能が著しく低下 排水機能が低下してい

などの堆積 し、内部に滞水している。 る。
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判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

①本体の損傷 本体に大きな変型または 本体に変型、またはひび

著しいひびわれなどがあ われなどがある。

コ る。

ル

ゲ ②腐 食 全体的に著しく腐食して 局部的に腐食している。

いる。ー

ト

パ ③沈 下 大きな沈下により排水機 沈下により排水機能が低

イ 能が著しく低下し、内部に 下している。

プ 滞水がある。

カ

ル ④接続部の損 接続部に開き、ずれ、ま 接続部に開き、またはず

バ 傷 たはわれなどがあり、著し れなどがある。

い漏水がある。ー

ト

⑤塵芥・土砂 排水機能が著しく低下 排水機能が低下してい

などの堆積 し、内部に滞水している。 る。
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６ 交通安全施設 判定の標準

交通安全施設の定期点検、臨時点検に用いる判定の標準

判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ ①本体の損傷 ビーム、パイプ、または ビーム、パイプ、または ビーム、パイプ、または

･ﾎﾞｯｸｽﾋﾞ 支柱に著しい破損、脱落、 支柱に、広範囲な破損、変 支柱に局部的な破損、変型、

ｰﾑ･ｶﾞｰﾄﾞ または倒れなどがあり、交 型、たわみまたは傾きなど たわみまたは傾きなどがあ

ﾊﾟｲﾌﾟ 通に支障となっている。 がある。 る。

②附属物の損 取付金具、またはボルト 取付金具、またはボルト

傷 に脱落、破損または切断な に破損、変型、またはゆる

どがあり、本体の脱落また みなどがあり、脱落または

は破損の恐れがある。 切断の恐れがある。

③腐 食 広範囲にわたり著しい腐 局部的に著しい腐食があ

防 食がある。 る。

④基礎部の損 支柱取付部アンカーに、 支柱取付部アンカーに、

傷 脱落、切断、ゆるみ、また 著しい破損、または基礎周

は基礎周辺の著しい洗掘な 辺の洗掘などがあるが、本

どがあり、本体の損傷の恐 体の損傷の恐れがは少な

れがある。 い。

ｶﾞｰﾄﾞｹｰ ①本体の損傷 ケーブルの破損、切断、 ケーブル、または支柱に、 ケーブル、または支柱に、

護 ﾌﾞﾙ または支柱の倒れなどがあ 広範囲な破損、たるみ、ま 局部的な破損、たるみ、ま

り、交通に支障となってい たは傾きなどがある。 たは傾きなどがある。

る。

②附属物の損 取付金具、またはボルト 取付金具、またはボルト

傷 に脱落、破損、または切断 の著しい破損、変型、また

などがあり、本体の脱落ま はゆるみなどがあり、脱落

たは破損の恐れがある。 または切断の恐れがある。

柵

③腐 食 広範囲にわたり著しい腐 局部的に著しい腐食があ

食がある。 る。

④基礎部の損 支柱取付部アンカーに、 支柱取付部アンカーに、

傷 脱落、切断、ゆるみ、また 著しい破損、または基礎周

は基礎周辺の著しい洗掘な 辺の洗掘などがあるが本体

どがあり、本体の損傷の恐 の損傷の恐れは少ない。

れがある。

ﾌﾞﾛｯｸｺﾝｸ ①ひびわれ 倒れ、または著しいコン 異常な傾き、またはコン

ﾘｰﾄ 角 落 クリートわれなどがあり、 クリートのわれなどがあ

交通に支障となっている。 る。

眩光防止 ①本体の損傷 網、板、ネット、または 網、板、ネット、または 網、板、ネット、または

網・眩光 支柱に脱落、または倒れな 支柱に広範囲な、破損、変 支柱に局部的な、破損、変

防止板・ どがあり、交通に支障とな 型または傾きがある。 型、または傾きなどがある。

眩 遮光ネッ っている。

光 ト

防 ②附属物の 取付金具またはボルトの 取付金具またはボルトの

止 損傷 脱落、破損、または切断な 破損、変型またはゆるみな

施 どがあり、本体の脱落また どがあり、脱落または切断

設 は破損の恐れがある。 の恐れがある。

③腐 食 広範囲にわたる著しい腐 局部的に著しい腐食があ

食がある。 る。
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判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

①本体の損傷 ネット、またはロープに、 ネット、またはロープに ネット、またはロープに

中 脱落または切断などがあ 広範囲な破損などがある。 局部的な破損などがある、。

央 り、第三者に支障となって

分 いる。

離

帯 ②附属物の損 取付金具、またはボルト 取付金具、またはボルト

転 傷 に、脱落、破損または切断 に、破損、変型、またはゆ

落 などがあり、本体の脱落ま るみなどがあり、脱落また

防 たは破損の恐れがある。 は切断の恐れがある。

止

網 ③腐 食 広範囲にわたり著しい腐 局部的に著しい腐食があ

食がある。 る。

①本体の損傷 網、または支柱に、脱落、 網、または支柱に、広範 網、または支柱に、局部

または倒れなどがあり、交 囲な破損、変型、または傾 的な、破損、変型、または

通または第三者に支障とな きなどがある。 傾きなどがある。

落 っている。

下 ②附属物の損 取付金具、またはボルト 取付金具、またはボルト

傷 に、破損、またはゆるみな の破損、またはゆるみなど

物 どがあり、本体の機能低下 があるが、本体の機能低下

の恐れがある、。 の恐れは少ない。

防

③基礎部の損 アンカーボルトに、破損、 アンカーボルトに、破損、

止 傷 またはゆるみなどがあり、 またはゆるみなどがある

本体の損傷の恐れがある。 が、本体の損傷の恐れは少

柵 ない。

④腐 食 広範囲にわたり著しい腐 局部的に著しい腐食があ

食がある。 る。
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７ 交通管理施設 判定の標準

交通管理施設の定期点検、臨時点検に用いる判定の標準

判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

①本体の損傷 標識板または支柱に脱 ○標識板、または支柱に変 ○標識板、または支柱に、

落、変型、または倒れなど 型、傾き、または著しい破 局部的な変型、または破損

があり、交通に支障となっ 損などがある。 などがある。

ている。 ○反射シートのはがれ、汚 ○反射シートのはがれ、汚

れ、または塗装の劣化など れ、または塗装の劣化など

により文字、図形などの判 があるが、文字、図形など

読が困難である。 の判読は可能である。

標 ②附属物の損 取付金具、またはボルト 取付金具、またはボルト

傷 に、脱落、切断または著し に、破損、変型、またはゆ

い破損などがあり、本体に るみなどがあり、附属物に

脱落または破損の恐れがあ 脱落または切断の恐れがあ

る。 る。

識 ③腐 食 広範囲にわたり著しい腐 局部的に著しい腐食があ

食がある。 る。

④基礎部の損 支柱取り付け部アンカー 支柱取り付け部アンカー

傷 に、脱落、切断、ゆるみ、 に、著しい破損、または基

または基礎周辺の著しい洗 礎周辺の洗掘などがある

掘などがあり、本体の損傷 が、本体の損傷の恐れは少

の恐れがある。 ない。

路 面 ①ﾄﾗﾌｨｯｸﾍﾟｲﾝ 連続的なうすれ、消え、 局部的なうすれ、消え、

標 示 ﾄの損傷 われ、または変色などがあ われ、または変色などがあ

る。 る。

視線誘 ①本体の損傷 反射体または支柱に、脱 連続的な脱落、破損、ま 局部的な脱落、破損、ま

導標 落、または倒れがあり、交 たは汚れなどがある。 た汚れなどがある。

通に支障となっている。

①本体の損傷 板または支柱に、脱落、 連続的な脱落、破損、ま 局部的な脱落、破損、ま

距離標 または倒れがあり、交通に たは汚れなどがある。 たは汚れなどがある。

支障となっている。
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８ その他の施設 判定の標準

その他施設(遮音壁、防雪施設、気象観測機器)の定期点検、臨時点検に用いる判定の標準

判 定
細目 ＡＡ Ａ Ｂ
区分 種別 項目

①本体の損傷 パネル、または支柱に、 ○パネル、または支柱に、 ○パネル、または支柱に、

脱落、または倒れなどがあ 破損、変型、または傾きな 破損、変型、または傾きな

り、交通に支障となってい どがあり、機能低下が認め どがあるが、機能低下は認

る。 られる。 められない。

遮 遮 ○管理用扉などが開閉しな ○管理用扉などの開閉がス

音 い。 ムーズでない。

タ

イ ②附属物の損 取付金具、またはボルト 取付金具、またはボルト

プ 傷 に、脱落、破損、または切 に、破損、変型、またはゆ

音 ・ 断などがあり、本体の脱落、 るみなどがあり、脱落、ま

吸 または破損の恐れがある。 たは切断の恐れがある。

音

タ ③腐 食 広範囲にわたり著しい腐 局部的に著しい腐食があ

イ 食がある。 る。

壁 プ

④基礎部の損 支柱取付部アンカーに、 支柱取付部アンカーに、

傷 脱落、切断、ゆるみ、また 破損、または基礎周辺部に、

は基礎周辺部に著しい洗掘 洗掘などがあるが、本体の

などがあり、本体の損傷の 損傷の恐れがは少ない。

恐れがある。

①本体の損傷 パネル、ネット、または パネル、ネット、または パネル、ネット、または

支柱に、脱落、倒れなどが 支柱に、広範囲な、破損、 支柱に、局部的な、破損、

あり、交通の支障となって 変型、または傾きなどがあ 変型、または傾きなどがあ

いる。 る。 る。

防 雪

庇 ②附属物の損 取付金具、またはボルト 取付金具、またはボルト

予 傷 に、脱落、破損、または切 に、破損、変型、またはゆ

雪 防 断などがあり、本体の脱落、 るみなどがあり、脱落、ま

柵 または破損の恐れがある。 たは切断の恐れがある。

・

施 防 ③腐 食 広範囲にわたり著しい腐 局部的に著しい腐食が

雪 食がある。 ある。

柵

設 ④基礎部の損 支柱取付部アンカーに、 支柱に取付部アンカー

傷 脱落、切断、またはゆるみ に、破損があり、または基

があり、または基礎周辺部 礎周辺部に洗掘などがある

に著しい洗掘などがあり本 が、本体の損傷の恐れは少

体の損傷の恐れがある。 ない。

①機器の損傷 機器の損傷、または著し

い腐食などがあり、機能を

気 停止している。

観

測 ②作業の異常 記録紙の巻き取り不良、

機 記録用インクの切れ、記録

器 時刻の不良、または針・雨

水受け皿のごみづまりなど

があり、作動に異常がある。

立 ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ ①損 傷 フェンスが、倒れ交通に フェンスが、倒れる恐れ フェンスが、腐食してい

入 支障をきたしている。フェ がある。ネット支柱が、著 る。

防 ンスが破損して、人が出入 しく腐食している。鉄線が

止 り可能、または、その恐れ 切れている。

柵 がある。



様式－２

３． 点 検 調 書

１． 年間点検工程計画書

２． 点 検 表

点 検 報 告 書

様式－３

様式－４

《 付      録 》

３６

３７

３８

様式－１

４． ３９

－３５－





月 日 番号 区 間
上
下

細目区分 種 別 項 目 数 量 判定

細目区分

点検表(区分〇.〇〇〇〇)

項 目種 別

様式－２

※　対象構造物・点検項目（表－１）（Ｐ５）の区分毎に細目区分、種別、項目を記入すること。

位 置

－３７－



令和     年　  月 様式－３

（1）舗装 1）アスファルト舗装 ①路上障害物　②油、路面の汚れ　③ポットホール　④はがれ A

⑤陥没　⑥段差　⑦磨耗（わだち掘れ）　⑧ひびわれ　⑨はくり　 B

⑩滞水　⑪縦断の凹凸コルゲーション ⑫経年劣化 OK

（2）伸縮装置 1）切削目地 ①本体の損傷　②目地の損傷　③異常音

2）ゴムジョイント 3）鋼製ジョイント ①本体の損傷　②後打材　③段差　④遊間の異常 ⑤異常音 （１）応急処置　（２）緊急補修　（３）臨時点検　（４）調　　査　（５）観　　察　（６）補　　修

1）アスファルト縁石 2）ｴｺﾌﾞﾛｯｸ縁石 ①本体の損傷

区 間

月 日 (№) (I.C ～ I.C) 細 目 区 分 種 別

損傷が著しく、交通の安全確保、または第三者に対し、支障となって

道　　　　路　　　　名

損傷が小さいが補修するのかどうかの検討が必要な場合

AA

点　検　調　書

〇〇〇〇〇〇〇〇管理事務所

区  　  　     分 事　  務　　所　　名

種　　　　　　　　　別

（　〇　〇　点　検 ）

判　　　定　　　区　　　分

項　　　　　　　　　　目

〇〇〇〇〇〇〇線

点 検 項 目 数 量位　　置

細　目　区　分 いるかもしくはその恐れがあり、緊急補修の必要のある場合

損傷が大きく、補修するかどうかの検討が必要な場合

処　　　置　　　方　　　針

損傷がないが、あっても軽微で、補修する必要がない場合

処置方針 時 期 ､ 方 法 等 完了年月日 備 考

（3）縁石

判 定
整 理 番 号

上･下の 別
対 象 構 造 物

－３８－
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1)　防災調整池の管理者

・ 工事中の管理は、 工事施工会社がこの管理規則により管理をする。

・ 工事完了後の管理は、宮城県道路公社がこの管理規則により管理をする。

2)　巡視及び点検項目 

洪   水   期      1回/月　（4月～10月)　 　7ケ月間

定期巡視  

非 洪 水 期  　  1回/2月　(11月～3月)     5ヶ月間

豪雨　発生時 (仙台管区気象台より大雨警報が発令された時)   

異常時巡視

地震　発生時  (震度4以上) 

◆点検項目

①調整池堤体の破損の有無

②調整池の排水状態確認

⑤調整池法面の崩壊の有無

④放流施設における呑口のゴミ堆積状況確認

⑤調整池内における堆砂量の確認

これらの点検事項を、巡視報告書に記載し管理する。

3)　調整池の維持管理

毎年(年2回)、調整池提体の草刈りを行う。

出水後　:　出水により放流施設、呑口施設に堆積したゴミ、ヘドロ等は除去する。

　　　　　　　出水により堤体等に異常が生じた場合は、早急に復旧する。

4)　出水時の監視体制

出水時は管理者が待機し、出水が収まるまで監視を続ける。

また、 巡視中に出水が確認された場合いは、 調整池付近は勿論、 流末水路、 及び流末                           . 

河川についても監視を行う。                                     . 

防 災 調 整 池 管 理 規 則 (案)

－４０－



令和 年 定 期 □

豪 雨 □

天候： 地 震 □ （震度　　　）

有 無

備     考

調整池B

(下り線)

調整池B

(下り線)

４　放流施設堆砂・ゴミ付着

調整池B

(下し線)

調整池A

(上り線)

３　貯水池内異常堆砂

調整池A

(上り線)

(下り線)

点     検     項     目
異常の有無

処  置   の   概   要

巡視日

調整池

月　　　　日（　　　） 巡視種別

調整池B

調整池A

(上り線)

調整池B

(下し線)

１　堤体破損

２　貯水池法面崩壊

調整池A

(上り線)

調整池B

調整池A

(上り線)

調整池B

(下し線)

調整池A

(上り線)

８　洪水吐亀裂等の異常

９　流末水路内の通水障害物

10 その他(                      )

調整池A

(上り線)

調整池B

(下し線)

調整池A

(上り線)

(上り線)

調整池A

異常箇所の概要

巡視者

５　放流培内障害物

６　洪水吐内障害物

７　放流塔亀裂等の異常

調整池A

(上り線)

調整池B

(下し線)

(下り線)

調整池B

(下り線)

防災調整池巡視点検報告書

－４１－


